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「現場の泥」と「そこに生息する微生物」をそのまま利用して、
「泥の浄化を促進」して「エネルギー（電力）も回収」するシステム

微生物による発電は約100年前に見いだされたものの当時

の発電量はごく微量で利用可能なレベルではありませんでし

た。しかし、近年の環境問題に関する意識の高まりを受け、ま

た研究開発も隆盛し発電量は飛躍的に増大しています。本シ

ステムは発電と同時に微生物の代謝が促進されるため、微生

物の活動区域の環境浄化（土壌・水質・底泥）が期待できます。

また、従来の微生物燃料電池において必須となるアノードの嫌

気性を保つための「閉じられた空間」を本技術では必要としま

せん。本技術は原理的に規模の制限は受けず、大規模量の泥

地帯に対応が可能であるため、養殖場などの海底への応用も

期待できます。さらに本システムにおいて必要となる2種類の

電極（アノードとカソード）は、基本的にリサイクル炭素など低

品質の炭素電極を使用することで環境保全と低コストの両立

を可能とします。

１．エビや魚の養殖場の海底底泥の改質ならびに発電によ

る独立駆動型IoTによるデータ収集

２．微生物を浄化センサとして，発電量をベースにした底泥

汚泥の汚染度測定（フィールドセンサ）

研究者・開発者からのコメント
「泥の電池」は極めてシンプルなシステムですが奥が深く、

実用化に耐えうる性能を発揮するには総合的な知見が必要

です。ご興味のある方は気軽にお声かけ下さい。
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効率的で且つ取扱い易い新規微生物により、排水余剰汚泥の処置費システムに
新たな装置を組み込むことなしに汚泥減量化し運転コストを低減

下水や排水などは、通常、活性汚泥法によって処理されるが、

その際発生する余剰汚泥の量は、年々増加し続けており、下

水余剰汚泥はわが国の産業廃棄物の割合の第一位を占めて

いる。本発明は、下水汚泥の重量濃度が 25% である浮遊性

固形分を30～50℃、48時間の培養で10～20％以上減量

化させ得る溶解能を有する新規微生物（KH3株）とこれを用

いた有機汚泥の処理方法であり、既存の装置に組込むこと

で、その後の処理量が減らせるためコンパクトな設備となり

運転動力等の削減が可能となる技術である。現在、実用化に

向けた研究を進めている。

下水処理場や工場の排水処理施設など、有機性汚泥を 活性

汚泥法等を用いて処理を行っている施設において、当該微生

物を効果的に導入することにより、最終的に生成する廃棄物

の量を削減し同時に運転コスト削減につながる。また、従来

の汚水処理システムプロセスに、汚泥減容槽を組み入れ、発

生した余剰汚泥を溶解、また汚泥溶解物から水素ガスや有

機酸などの有用物質を作り出し、汚泥の減量化と資源化の

一挙両得を可能とする循環式減容系汚水処理システムを開

発している。

汚泥減容装置プロトタイプ
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発見された新規微生物は汚泥を分解する能力に優れ、これ

まで分解処理ができなかった有機汚泥を３０％ほど分解で

きる優れものである。本微生物の能力を引出す条件について

研究中であり、これらの分野に関心を持たれる企業等と共同

研究できれば有難い。

既存汚泥処理ユニット （KH3株）処理ユニット 浄化水
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